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準々決勝第 4試合は近畿ブロック代表の大体大浪商と東海ブロック代表の中部大学春日丘のシード校 

同士の対戦となった。浪商⑭番先制点を決める。その後も⑭番が連続 4得点を決め、前半 8分 4対 0と 

なる。前半 11分春日丘②番⑤番と得点を決める。春日丘 21番キーパーの好セーブもあり、春日丘も 

リズムにのり追い上げる。前半 20分 9対 6となる。前半 26分 11対 9となり春日丘ＴＯ。両チームとも 

積極的に攻めるが、ゴールが決まらず、前半 13対 10で浪商 3点のリードで終える。後半 5分、春日丘 

②番の連続 3得点などで 15対 14となる。後半 11分浪商⑭番のミドルが決まったところで、春日丘ＴＯ。 

春日丘②番が連続 3得点を決めるなどして、後半 18分 21 対 20となり春日丘が追いかける。ここで、 

浪商ＴＯ。後半 20分春日丘②番の得点が決まり 21対 21同点となる。その後、両チームとも得点の入れ 

合いが続き、後半 29分 26対 26 の同点となる。残り 15秒で春日丘ＴＯ。26対 26で延長戦に入る。 

延長前半で 28－28。延長後半、浪商⑭番⑤番が得点を決め、31対 29とするが、春日丘②番も連続得点 

を決めるが、最後は浪商⑰番⑤番が得点を決め、32対 31 で終了。大体大浪商が準決勝進出を決める。 
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準々決勝最後の試合は九州ブロックの大分と北信越ブロックの氷見の対戦となった。氷見のスロー 

オフで試合開始。先制点は大分で、⑩番のカットインから得点する。前半７分、氷見⑬番の連続速攻 

が決まり 3 対４となり、大分１回目の TO。前半１１分、大分⑥番のカットインが決まり、５対５の 

同点となる。両チームとも点を取り合う展開となり、点差が開かない膠着状態となる。前半１８分、氷 

見の連続得点から流れが氷見に傾き始める。前半２４分、氷見が１０対１５と点差を５点に広げる。前 

半は氷見の多彩なセットオフェンスが機能し、１１対１７と氷見リードで折り返す。後半の序盤は、氷 

見が速攻を仕掛けるが、大分①番の好セーブで点差は広がらない。後半１１分、氷見⑩番の連続得点 

で、１５対２２となり、大分２回目の TO。氷見は⑩番を中心に得点し、徐々に点差を広げる。後半２ 

７分、氷見③番のシュートが決まり、２０対２９となる。大分も最後まで粘り、後半２９分には⑥番が 

得点したが、あと一歩及ばず、２１対３２で試合終了となった。持ち前の DF 力を活かした氷見が、準 

決勝へと駒を進めた。 
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